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楕円体圧力源によるピエゾ磁気変化（序報）

The piezomagnetic field produced by an ellipsoidal pressure source: A

preliminary result
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　Sasai(1986)は半無限弾性体の中に置かれた単力源によって生じるピエゾ磁気ポテンシャル(基本ピエゾ磁気

ポテンシャル[Fundamental Piezomagnetic Potential: FPP])を定式化して，その応用例として円形の貯水池に

よるダム地磁気効果(地表での鉛直荷重によって生じるピエゾ磁気変化)を計算した．さらにこのFPPを楕円体状

の体積的圧力源についても適用可能であろうと予想した．しかしこのやり方で解を求めることは未完で終

わっている．Davis(1986)はハワイ・キラウエア火山で観測された地表変位が単純な茂木モデルでは説明でき

ないことを指摘して，Eshelby(1957)の楕円体介在物の理論を適用し，地表変位を説明する楕円体状の力源を

求めた．Davisの仕事は地表面での変位だけを求めたものであり，ピエゾ磁気効果を計算するためには弾性体

内部の解を知らなければならない．Seo and Mura (1979)は金属組成学の課題として，半無限体の中で一様に

膨張する楕円体介在物による弾性場を定式化した．我々はこの解を採用する．地殻浅部におけるピエゾ磁気現

象では一様磁化した表層を持つ半無限弾性体を考えなければならない．ピエゾ磁気ポテンシャルはその表現定

理(Sasai, 1991)によって応力を受けている弾性体の表面の変位とその鉛直微分についての面積分で与えられ

る．キュリー点等温面が楕円体圧力源より下方にある場合(Case I)，圧力源を横切る場合(Case II)，圧力源より

上にある場合(Case III)に分けられる．まず最も簡単なCase IIIについての解を求めた． 
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